
 

 

方」を公表しました。検討会

では、生成ＡＩを適切かつ積

極的に利用する人材・スキル

の在り方について議論され、

現時点でのとるべき対応と

して以下の３つが挙げられ

ています。 

⑴ 生成ＡＩが社会にもた

らすインパクト 

・生成ＡＩはホワイトカラー

の業務を中心に、生産性や

付加価値の向上等に寄与

し、大きなビジネス機会を

引き出す可能性 

・企業視点では、生成ＡＩの

利用によるＤＸ推進の後

押しを期待、そのためには

経営者のコミットメント、

社内体制整備、社内教育の

ほか、顧客価値の差別化を

図るデザインスキル等が

必要 

⑵ 生成ＡＩがデジタル人

材育成やスキルに及ぼす影

響 

・人材育成と技術変化のスピ

ードのミスマッチに留意

し、その時々で環境変化を

いとわず主体的に学び続

けること、そのための企業

内での環境整備等が必要 

・生成ＡＩを適切に使う指示

（プロンプト）の習熟等と

ともに、従来のスキル（戦

略的思考、批判的考察力

等）も引き続き重要 

・自動化が進み「作業」が大

幅に削減され、専門人材を

含む人の役割がより創造

性の高いものに変わり、人

間ならではのクリエイテ

ィブなスキル（起業家精神

等）やビジネス・デザイン

スキル等が重要 

・生成ＡＩの利用により業務

が効率化されることで、社

会人が業務を通じて経験

を蓄積する機会の減少を

認識する必要 

⑶ 生成ＡＩ時代のＤＸ推

進に必要な人材・スキル

（リテラシーレベル）の考

え方 

・マインド・スタンス（変化

をいとわず学び続ける）や

デジタルリテラシー（倫

理、知識の体系的理解等） 

・言語を使って対話する以上

は必要となる、指示の習

熟、言語化の能力、対話力

（日本語力含む）等 

・経験を通じて培われる、「問

いを立てる力」「仮説を立て

る力・検証する力」等 

 

◆生成ＡＩの利用について

学べる講座も 

政策での対応として、生成

ＡＩの登場や進化を踏まえ

た「デジタルスキル標準（Ｄ

ＳＳ）」の改訂版を公表しま

した。また、ポータルサイト

「 マ ナ ビ Ｄ Ｘ 」

https://manabi-

dx.ipa.go.jp/）において、生

成ＡＩの利用方法を学べる講

座の追加掲載などを実施して

います。 

 検討会では、生成ＡＩおよ

びその利用技術は絶え間なく

進展しているため、人材・ス

キルに与える影響について、

今後も議論を続けていくとし

ています。 

【経済産業省「「生成ＡＩ時

代のＤＸ推進に必要な人材・

スキルの考え方」 を取りまと

めました」】 

https://www.meti.go.jp/pre

ss/2023/08/20230807001/202

30807001.html 

 

｢業務改善助成金｣が拡充

されます 

 ８月 31日から、事業場内最

低賃金の引き上げを図る中小

企業・小規模事業者の生産性

向上に向けた取り組みを支援

するための「業務改善助成金」

制度が拡充されます。 

 

◆対象を事業場内最低賃金と

地域別最低賃金の差額 50 円

以内の事業場に拡大 

 

◆一定の条件を満たす事業者

は賃金引上げ後の申請が可能 

 

◆助成率の区分となる金額の

引き上げ 

 

 

または追加の発注、急な仕

様変更などを行う場合に

は、下請事業者が支払うこ

ととなる増大コストを負担

することなどが新たに盛り

込まれました、 

また、働き方改革関連法

により改正された労働時間

等の設定の改善に関する特

別措置法では、他の事業主

との取引を行う場合におい

て、長時間労働につながる

短納期発注や発注内容の頻

繁な変更を行わないよう配

慮することが、事業主の努

力義務となっています。 

 

◆しわ寄せで悩んでいる下

請となる中小企業は、「下

請かけこみ寺」に相談を 

上記のような「しわ寄

せ」が行われることがない

よう、厚生労働省・中小企

業庁・公正取引委員会は、

「大企業・親事業者の働き

方改革に伴う下請等中小事

業者への「しわ寄せ」防止

のための総合対策」（以下

「総合対策」という）を取

りまとめ、緊密な連携を図

りつつ、「しわ寄せ」防止

に向けた取組みを推進して

います。 

総合対策の一つである

「下請かけこみ寺」では、

中小企業が抱える取引上の

トラブルを、専門の相談員

や弁護士が解決に向けて信

頼関係を崩さず、スムーズ

な下請取引を行うための価

格交渉などをサポートしま

す。 

【厚生労働省「「しわ寄

せ」防止特設サイト」】 

https://work-

holiday.mhlw.go.jp/shiway

oseboushi/ 

【中小企業庁「取引上の悩

みを抱えていません

か？」】 

https://work-

holiday.mhlw.go.jp/shiway

oseboushi/pdf/kakekomi.pd

f 

「生成ＡＩ時代の DX推進

に必要な人材・スキルの

考え方」についての議論

が取りまとめられました 

 

◆生成ＡＩの登場によって

デジタル人材の育成やスキ

ルにも影響が…… 

経済産業省は８月、同省の

「デジタル時代の人材政策

に関する検討会」において、

「生成ＡＩ時代のＤＸ推進

に必要な人材・スキルの考え

11 月は「「しわ寄せ」防止

キャンペーン月間」です 
 

厚生労働省は、中小企業

庁および公正取引委員会と

連携し、中小企業が働き方

改革を進められるよう、11

月を「しわ寄せ」防止キャ

ンペーン月間とし、下請等

中小事業者への「しわ寄

せ」防止のための環境整備

に努めることとしていま

す。 

 

◆発注者となることが多い

大企業は、納期の適正化・

発注内容の明確化を 

働き方改革が推進される

中、大企業・親事業者によ

る長時間労働の削減等の取

組みが、下請等中小事業者

に対する適正なコスト負担

を伴わない短納期発注、急

な仕様変更、人員派遣の要

請および附帯作業の要請な

どの「しわ寄せ」を生じさ

せている場合があります。 

平成 30 年 12 月の下請中

小企業振興法改正で、親事

業者は、①自らの取引に起

因して、下請事業者が労働

基準関連法令に違反するこ

とのないよう配慮すること

や、②やむを得ず、短納期
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